
バーテープ 取り付け説明書



⚠️ 

ℹ️ 

• 

• 





• 

• 



⚠️   

 

ℹ️ 

• 

• 





• 

• 



⚠️ 

ℹ️ 

• 

• 





• 

• 



⚠️ 

ℹ️ 

• 

• 





• 

• 



⚠️ 

ℹ️ 

• 

• 





• 

• 



バーテープ 取り付け説明書

へようこそ。この高性能なハンドルバーテープを使えば、あなたはイタリアの卓越さを物語

る偉大な小さな部品の所有者になれます。自転車の次の冒険でどこに行くのであれ、これは申し分のない同

伴者になってくれます。このユーザーマニュアルは将来参照できるよう大切に保管してください。

⚠️警告！

ご注意ください。このデータシートに記載されている警告および規定を遵守しないと、製造業者の責任が免

除されます。

ℹ️情報！

ハンドルバーテープはイタリアで製造され、 に従って認証されています。

• パッケージ同梱物

ハンドルバーテープ ハンドルバーの各セクションごとに つずつ 本

ハンドルバーキャップ 個をハンドルバーの端部に圧入

粘着ストリップ 巻き付けたテープを固定するための粘着テープが 本

• レーシング用自転車のハンドルバーのテープ交換。

テープの交換は簡単な操作です。次の手順に従ってください。

ステップ ： 古いテープを剥がしてハンドルバーを掃除します

古いテープを剥がし、ハンドルバーに残っている接着剤の残留物を取り除きます。清掃が完了したら、ブレ

ーキレバーの上に配置されたゴム製プロテクターを元に戻し、ハンドルバーテープのストリップを金属バン

ドの上に貼り付けます

ステップ ： テープの位置決め

テープをパッケージから取り出し、広げて保護フィルムを剥がします。

ハンドルバーの下部からテープを巻き始め、上に向かって続けます。時間の経過とともにテープが緩むのを

防ぐために、テープを内側に巻き込んでください。テープの はハンドルバーの終点の端からはみ出たまま

にしておきます。テーピングが完了したら、余分な材料をハンドルバーの内側に戻し、適切なキャップで固

定します。
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ステップ ： テープを貼る

ハンドルバーテープの半分以上が重ならないように注意してください。自転車の使用中にシワができたり、

剥がれたりしないように、テープは少し張った状態に保ってください 切れる可能性があるため、伸ばしす

ぎないように注意してください。

ステップ ： コントロールの周りにテープを貼る

シフトブレーキコントロール領域の近くで、 の字または無限大の動きを使用してハンドルバーテープをコ

ントロールに巻き付けます。

ステップ ： テープを固定する

余分なハンドルバーテープをハサミで切り取ります。ハサミを使って、リボンの終点の小さな部分を斜めに

切ります。付属の粘着ストリップまたは電気技術者用テープを使用してハンドルバーテープを固定します。

ステップ ： キャップの挿入

ハンドルバーのベンドの内側で余分なテープを裏返すか折り、ハンドルバーキャップを挿入します。

ブレーキレバーの上にあるゴムガードを裏返して元の位置に戻します。
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• メンテナンス

適切なメンテナンスのために、周囲温度で水で湿らせた布と中性洗剤で掃除することをお勧めします。柔ら

かい布で乾かしてください。ただし、熱源の近くや直射日光にさらさないでください。溶剤や研磨布を使用

して洗浄力を向上させようとしないでください。

• 適合性の欠陥

適合性に欠陥がある場合は、ハンドルバーテープを購入した販売店にご連絡ください。これは、製品の納入

時に存在した適合性の欠陥に関連しています。欠陥は、購入時から 年以内に発生したものが対象になりま

すが、購入者が居住する国においてそれより長い期間を定めている場合にはその期間内になります。そして

、対象者は自国において起業家、商業、手工芸品、またはプロフェッショナルな活動とは無関係な目的で居

住している必要があります。

適合性の欠如があった場合、保証に基づく請求を行うには、ハンドルバーテープの購入証明を提示する必要

があります。したがって、製品の購入に関連するすべての文書を保管しておくことをお勧めします。


